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※別売製品の接続および取り付けについては、別売製品に付属の説明書も併せてご覧ください。

［使用方法］
通気孔や端子部分などから本機内部に異物を入れない

金属類や燃えやすいものなどを差し込んだり、落とし込んだりしないでくだ
さい。発煙・発火・感電の原因となります。特にお子様のいるご家庭ではご
注意ください。

分解や改造をしない
本機を分解したり、改造しないでください。事故・発火・感電の原因となり
ます。

引火に注意
引火性ガス（プロパンガス、ガソリンなど）の発生するような場所（ガスス
タンド、ガソリンスタンドなど）では、電源を切り、使用しないでください。
引火・爆発の原因となることがあります。

雷に注意
雷が発生しているときは、本機、電源プラグに触れないでください。落雷に
より感電の危険があります。

車載用以外では使用しない
本機を車載用として以外は使用しないでください。感電やケガの原因となるこ
とがあります。
船舶、航空機、バイク、登山で使用しないでください。位置誤差が生じたり、
地図が表示されず事故の原因となります。また、塩害などにより発熱、破裂、
発火の原因となります。

［異常時の処置］
故障のまま使用しない

異常のまま使用しない
万一、煙が出る・変なにおいがする・内部に異物が入った・水がかかったなど
異常が起こりましたら、ただちに使用を中止し、必ずお買い上げの販売店に
ご相談ください。そのままご使用になると事故・火災・感電の原因となります。

ヒューズを交換するときは、必ず表示された規定容量のヒューズをご使用く
ださい。規定容量以上のヒューズを使用すると、火災の原因となります。

ヒューズは規定容量のヒューズを使用する

音が出ないなどの故障の状態で使用しないでください。必ずお買い上げの販
売店にご相談ください。そのままご使用になると事故・火災・感電の原因と
なります。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が死亡また
は重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人が傷害を負
う可能性が想定される内容および物的損害のみの発生が想定
される内容を示しています。

安全上のご注意

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、
お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろ
な絵表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。
内容を理解してから本文をお読みください。

自動車の運転中にスマートフォンなどの操作をしないでくだ
さい。このような操作は、必ず安全な場所に車を停車させてか
ら行ってください。

ナビゲーションによるルート案内時は、実際の交通規則に
従って走行してください。

このような絵表示は、注意（警告を含む）しなければならない内容です。

このような絵表示は、禁止（やってはいけないこと）の内容です。

このような絵表示は、必ず行っていただく強制の内容です。

安全にお使いいただくために ［接続・取り付け］

運転操作（ステアリング、シフトレバー、ブレーキペダルなどの操作）を妨
げる場所、同乗者に危険を及ぼす場所には絶対に取り付けや配線をしないで
ください。

ケーブル類は運転操作の妨げとならないように配置する
ケーブル類は、運転操作の妨げとならないようテープなどでまとめておくな
どしてください。ステアリングやシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き
付くと事故の原因となり危険です。

ケーブル類は途中で切断しない
ケーブル類には、ヒューズなどが付いている場合があります。絶対に途中で
切断したり、短くしたりして使わないでください。保護回路が働かなくなり
火災の原因となります。

運転中に操作をしない
スマートフォンの画面を長く見る必要がある複雑な機能や映像の閲覧は、自
動車の運転中に操作をしないでください。操作は、必ず安全な場所に車を停
車させて行ってください。また運転中に、画面を注視しないでください。前
方不注意となり交通事故の原因となります。

運転の妨げになる場所には取り付けない

［使用方法］
電源ON時はボリュームに注意する

電源ON時は、ボリュームに注意してください。電源ON時に突然大きな音
が出て、聴力障害などの原因となることがあります。

温度の上昇に注意する
本機は、環境や使用状況によって温度が上昇する場合があります。ケガや
事故の原因となることがありますので、ご注意ください。

シガーライターのプラグを濡らしたり汚したりしない
プラグを濡らしたり、汚したりしないでください。火災・感電の原因とな
ります。濡れたり、汚れたりしたときは、きれいに拭き取ってください。

適正な音量や明るさで使用する
運転中の音量は、車外の音が聞こえる程度でご使用ください。車外の音が聞
こえない状態で運転すると、事故の原因となることがあります。
また、スマートフォンの画面は適切な明るさでご使用ください。

本機は、車載用 GPS レシーバー・アンテナ・加
速度センサー・ジャイロセンサーを内蔵していま
す。これらの機能により、スマートフォンを高精
度な本格ナビゲーションとして使用できます。

注意
・	ナビゲーションとして使用するには、対応のスマート

フォン用アプリケーションが必要です。
・	アプリケーションの機能、使用上のご注意については、

アプリケーションのヘルプをお読みください。

AUX出力端子 
(3.5mmφステレオ
ミニジャック)

アーム解除ボタン

DC 5Vコネクター
ボリューム 充電用

MicroUSB
ケーブル (20 cm)

LED部

リセットボタン

■ 前面

■ 背面

内蔵スピーカー

マイク

ハンズフリー通話対応
Bluetooth 内蔵でハンズフリー通話が可能

スピーカー出力
スピーカー内蔵で、高音質なナビガイダンスやハン
ズフリー通話を実現

ASL（オート・サウンド・レベライザー）
走行スピードに応じて自動的に音量を調整
・	ナビゲーション音声を自動で調整します。
・	対応のスマートフォン用アプリケーションが必要です。

エコ・イルミネーション
燃費状態を内蔵の LED で表現して、エコな運転を
支援

本機の特長本体および付属品

本体 × 1

シガーライター電源ケーブル (1.5 m) × 1

吸盤取付板 × 1

落下防止用ストラップ (50 cm) × 1

スペーサー × 2

スペーサー（コの字） × 1

取扱説明書 × 1

保証書

カーエアコンの風があたる場所に設置しない
本機に冷風が当たると、内部が結露し故障の原因となることがあります。
また温風が当たると内部温度が上昇し、故障する恐れがあります。

吸盤取付板をダッシュボードから剥がす場合は、慎重に剥がしてください。
強力な粘着テープを使用しているため、無理に剥がすとダッシュボードを傷
めることがあります。

［接続・取り付け］

車両の動く部分にコード類をはさみ込まないように注意する
車体やネジ部分、シートレールなど、車両の動く部分にコード類をはさみ込
まないように配線してください。断線やショートにより、事故・感電・火災
の原因となることがあります。

分岐配線をしない
分岐配線をしないでください。分岐配線で電源を取るとケーブルが加熱し
て、火災・感電の原因となります。

ケーブルが金属部と接触する場合は保護テープを巻く
ケーブルが車両の金属部に接触しないよう、必ず接触部分に保護テープを巻
き、ケーブルの被覆を保護してください。保護しないと火災や感電の原因
となります。

吸盤取付板を取り付ける場所の表面が本皮・木製パネル・布張りなどの樹脂製
でない場合は表面仕上げを傷める場合がありますので貼り付けできません。

不安定な場所（傾いた場所・きわだった曲面など）には、取り付けや配線を
しないでください。落ちたり、傾いたりしてケガや事故の原因になります。

不安定な場所では使用しない

［その他］
高温低温、または振動が原因でスマートフォンが故障する場合があります。
その様な場所への取り付けはしないでください。
また、使用後は必ずクレイドル、スマートフォンを取り外してください。

取り付ける前に知って
ほしいこと

ダッシュボード付近に本製品を取り付ける場合のご注意
下記の点にご注意ください。

・前方視界を妨げない 
・直前側方視界を妨げない 
・エアバッグシステムの動作を妨げない 
・ナビゲーションに関しては運転中の視線移動が少ないように

前方視界および直前側方視界を妨げる位置に取り付けると、道路運送車両の保安基準＊

に適合せず車検に通らなかったり整備不良の対象となる場合があります。
＊�保安基準とは、昭和 26 年 7 月 28 日施行 運輸省令第 67 号道路運送車両の保安基準における

第 21 条及び第 44 条第 5 項の告示で定める基準をいいます。

直前側方視界に関して前方視界に関して
運転者が通常の運転状態における視点におい
て、下図のポールが直接確認できるように取
り付けてください。

2ｍ 2ｍ

1ｍ
0.9ｍ 0.7ｍ

0.3ｍ

高さ1ｍ、直径
0.3ｍのポール

ポール

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール｛

�運転者が通常の運転状態における視点におい
て、下図のポールが直接またはミラーで確認
できるように取り付けてください。

：運転視界基準エリア
：高さ1ｍ、直径0.3ｍのポール
：適用除外エリア
（一定の大きさ以下）

0.3ｍ

0.3ｍ

｛

注）��いずれの基準も左ハンドル車の場
合は左右逆となります。

・	吸盤取付板の貼り付け後、すぐに本機を取り付けない
でください。必ず、未装着状態で 24 時間以上放置し
てください。

・	吸盤取付板の取り付け後は接着面全体をしっかりと押
さえつけてください。

・	必ず本機に付属の部品を指定どおりに使用してくださ
い。指定以外の部品を使用すると、機器内部の部品を
いためたり、しっかりと固定できずに外れたりして危
険です。

・	本機を塗装しないでください。内蔵 GPS の性能が落ち
る場合があります。

・	車のウィンドウガラスの一部に GPS 衛星の電波を通さ
ないものがあります。そのような車両の場合は、ダッ
シュボード上の取り付け位置を変えてみてください。

取り付け方法
ご購入時は、吸盤の吸着面（裏面）に保護フィル
ムが貼り付けてあります。手順 3 までフィルムは
剥がさないでください。吸盤の吸着面が汚れると、
吸着力が低下して落下する場合があります。

1	 取り付ける位置を決める
	 フィルムを剥がさずにダッシュボードに当て、

本体を取り付ける位置を決めます。

2	 吸盤取付板を貼り付ける

底のシールを剥が
して貼り付けます。  

貼り付ける場所の湿気、ホコリ、汚れ、油などを
拭き取り、乾燥させてから貼り付けてください。 

3	 吸着面のフィルムをはがし、ダッシュボー
ド上に置く

フィルム

吸盤取付板

ダッシュボード

使用上のご注意 
（取り付けるにあたって）

取扱説明書に記載されている注意事項を守らない
ことによって生じる不具合に対しては、当社は責
任を負いかねますのでご注意ください。正しく取
り扱わなかった場合や常識を超えた使い方をされ
た場合などは保証の対象外となりますので正しく
ご使用ください。

注意
・	本機を使用した後は、取り外して直射日光の当たる場

所や高温、高湿の場所を避けて保管してください。また、
本機をダッシュボードに放置しないでください。変形
の原因となることがあります。

・	気温が低い（20 度以下）場合は、吸盤の吸着力が低下
します。車内のヒーターで車内を暖めてから貼り付け
てください。

・	取り付け場所の汚れは、きれいに拭き取り、乾燥して
から貼り付けてください。

・	取り付ける場所は、次の場所を選んでください。正し
く取り付けられないと、本機の落下や、現在地を正し
く表示できないなどの原因となります。

	 ※ダッシュボード上の平滑で凹凸のない場所。
	 ※振動の激しくない場所、不安定でない場所。
・	自車位置精度向上のために、以下のような取付位置に

なるようにしてください。

15°

車の
進行方向

前面

車の進行方向

20°

20°

・	本体に GPS アンテナが内蔵されています。GPS 衛星
の電波を遮られない場所に水平に取り付けてください。

5° 5°

・	次の場所には取り付けないでください。
	 ※フロントガラス
	 ※雨水がかかりやすい場所
	 ※荷物などが当たる場所
・	次の取り付けはしないでください。

吸盤

ダッシュボード ダッシュボード

吸盤

取り付けのしかた
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注意
・	吸盤の吸着面に直接触れないように注意してください。

油分などにより吸着力が低下します。
・	本機を置く際は、強く押し付けないでください。正し

く空気が抜けなくなることがあります。
・	吸盤の吸着面がほこりや油などで汚れている場合は、

水を含ませたスポンジで拭き取り、吸着面をしっかり
乾燥させてから使用してください。

4	 吸盤取付ディスク部を LOCK 位置まで回す
	 ディスク部の突起が、タブの位置までくるように

ディスク部を回してください。

真上から見た図
（LOCK位置の状態）

タブ

ディスク部
の突起

車の
進行方向

	 本機を取り外す場合は、ディスク部を逆方向に回
し、タブを引っ張ってください。

5	 本機を上下左右に動かし、ガタつきがな
いことを確認する

	 本機下部から充電用 MicroUSB ケーブルを配線
する場合や、マイクを覆ってしまうおそれがあ
る場合、付属のスペーサーをご利用ください。

ダッシュボード

スペーサー

落下防止ストラップを取り付ける
本機が走行時に落下すると、事故やケガの原因と
なります。また配線されたケーブル類が断線する
可能性があります。落下防止ストラップは必ず取
り付けてください。

1	 スタンドにストラップを通す

2	 金具を車のデフロスターの吹き出し口の
穴に引っ掛ける

3	 ストラップの長さを調節して、ゆるみを
無くす

吸盤の取り扱いについて

注意
・	本機をダッシュボードに付けたままにしていると、し

だいに吸着力が弱まり、落下する場合があります。使
用後は必ず本機を取り外してください。

・	走行前は、必ず吸盤が確実に吸着していることを確認
してください。

吸盤の掃除について

注意
・	吸盤の吸着面が汚れると、吸着力が低下します。使用

前に、水を含ませたスポンジで汚れやほこりをふき取っ
てください。洗剤は使用しないでください。

・	吸盤は、しっかり乾燥させてから取り付けてください。
乾燥していない状態で使用すると落下する場合があり
ます。

電源
警告

・	付属のシガーライター電源ケーブルを使用して接続し
てください。

・	本機は、DC 12 V * アース車専用です。大型トラッ
クや寒冷地仕様のディーゼル車などの 24 V 車で使用
しないでください。火災の原因となります。

・	付属のシガーライター電源ケーブルは本機専用です。
他の製品には絶対に使用しないでください。

・	ケーブルを無理に曲げたり、加工したり、上に重いも
のをのせたり、加熱したりしないでください。ケーブ
ルが破損し、火災・感電の原因となります。

・	全ての端子が確実に接続されていることを確認してか
らご使用ください。

注意
・	車のキーポジションを OFF にしても、本機の電源が

OFF にならない車種の場合、本機を使用しないときは
必ずシガーライター電源ケーブルを抜いてください。
抜き忘れると車のバッテリー上がりの原因になります。

・	本機の取り付け後に、電源を入れてください。
・	シガーライター電源ケーブルは、運転の妨げにならな

いように、市販のクランパーなどで固定しながら配線
してください。

・	スマートフォン用アプリケーションの LED の設定に
よっては、本機に電源が入っても LED が点灯しないこ
とがあります。

1	 シガーライター電源ケーブルを、本機の
DC 5V コネクターとシガーライターソ
ケットに接続してください

	 シガーライター電源ケーブルがシガーライター
ソケットに接続されている状態でエンジンをか
けると、ボリュームボタン下部の LED が点灯
し、電源が入ったことを知らせます。

DC 5V
コネクター

シガーライター
ソケット

付属のシガーライター
電源ケーブル

Bluetooth 接続を		
行う

本機とスマートフォンを組み合わせて使用する前
に、Bluetooth による接続が必要です。
・	本機は、以下の Bluetooth プロファイルに対応してい

ます。
プロファイル名 用　途
HFP

（HandsFreeProfile）
ハンズフリー通話

A2DP 
（Advanced Audio 
Distribution Profile）

オーディオデータ転送

注意
・	本機とスマートフォンを Bluetooth 接続しているとき

は、他の機器での Bluetooth 操作（スキャン、ペアリ
ング、接続などの操作）を控えてください。本機の音
声が途切れたり、ノイズが入ることがあります。

接続のしかた
・	パスコードは「1234」です。
・	以下の手順は一例です。Bluetooth の接続方法は、ス

マートフォンにより異なります。スマートフォンの説
明書をお読みください。

1	「設定」を選択する

2	「無線とネットワーク」を選択する

3	「Bluetooth 設定」項目で Bluetooth を
有効にする

4	 端末リストから「Pioneer Smart 
Cradle」を選択する

	 ペアリングが開始されます。
・	端末リストに表示されない場合は検索をしてください

5	 パスコード「1234」を入力する
	 自動的に接続されます。

登録情報削除のしかた
本機は最大で 5 台のスマートフォンの情報を登録で
きます。新たにスマートフォンの情報を登録するに
は、既に登録されている 5 台分の情報を消去してか
ら登録してください。
・	登録済みの全てのスマートフォンの情報が消去されます。
・	リセットボタンは本機の背面にあります。
・	ペン先などでリセットボタンを押してください。

リセットボタン

1	 本機の電源が入った状態で、リセットボ
タンを 5 秒以上押す

	 効果音が鳴り、リセットが完了します。

スマートフォンを取り
付ける

本機にスマートフォンを取り付けてください。

1	 スマートフォンを載せ、左右のアームで
はさむ

・	スマートフォンにストラップなどのアクセサリーを取
り付けている場合は、ストラップをアームにはさまな
いようにしてください。または、ストラップを外して
取り付けてください。

・	スマートフォンのボタンが操作しづらい場合は、スペー
サー（コの字）を使用してください。

スペーサー
（コの字）

2	 スマートフォンに本機の充電用
MicroUSB ケーブルを接続する

・	本機のフックは、充電用 MicroUSB ケーブルを引き回
したり、ケーブル留めとして使うことができます。

フック

・	必要に応じて、本機の台座を回転させて使用すること
ができます。

注意
・	台座の回転範囲には制限があります。制限を超えると

内部のケーブルが切断されて故障の原因となります。

270°

90°

スマートフォンの取り外しかた
1	 本機の側面にあるアーム解除ボタンを押す
	 左右のアームが解除されます。
	 アームが解除された状態で、スマートフォンを

取り外してください。

アーム解除ボタン

クレイドル設定の確認
スマートフォンで、受信状態を確認することがで
きます。

注意
・	はじめて使用する場合、位置情報通信のためのクレイ

ドル接続設定が必要です。スマートフォン用アプリケー
ションのヘルプをお読みください。

・	「クレイドル設定」画面の表示方法は、対応のスマート
フォン用アプリケーションのヘルプをお読みください。

受信状態
GPS の測位状態が表示されます。測位するまで数
分かかる場合があります。
　未測位：測位できていません。
　２次元測位：測位できています。
　３次元測位：高精度で測位できています。
見通しの良い場所で測位できていない場合は、電
波不通過ガラスの可能性があります。

距離・方位学習状態
距離または方位の学習状態が表示されます。学習
が完了している場合は「学習済み」、学習が完了し
ていない場合は「未学習」と表示されます。

その他の機能

音量調節
本機の＋ / －ボタンを押して、ボリュームを調節
してください。

ボリューム

ASL（オート・サウンド・レベライザー）
走行速度に応じて、本機の音量を自動的に変化さ
せる機能です。
・	対応のスマートフォン用アプリケーションが必要です。
・	本機能は、GPS 非受信時には停止します。

エコ・イルミネーション機能
前回までのドライブの燃費と現在の燃費を比較し
て Eco 運転を支援します。
前回までのドライブの燃費より良いときは、緑色
の LED が点灯します。前回までのドライブの燃費
より悪いときは、赤色の LED が点灯します。

注意
・	本機が表示する燃費効率に関する情報は、目安として

ご利用ください。
・	過去の記録がない場合（工場出荷時／前回までのドラ

イブの燃費が正常に記録されていない時／スマート
フォンで Eco ステータスを初期化した時）、正常に動
作しないことがあります。

・	Eco ステータスの初期化には、対応のスマートフォン
用アプリケーションが必要です。

スマートフォンをAUX（外部機器）
として使用する
本機に接続したスマートフォンを AUX（外部機器）
として使用することができます。

AUX出力端子 
(3.5mmφ
ステレオミニジャック)

カーオーディオの
AUX入力端子

AUXケーブル
（3.5mmφステレオ
ミニジャック）（別売）

注意
・	本機の外部出力は、スマートフォンの内蔵スピーカー

ボリュームと連動します。接続の際は、音量に注意し
てください。

・	AUX 出力端子にヘッドフォンを挿入しないでくださ
い。

・	ハンズフリー通話の音声は、本機スピーカーからのみ
の出力となります。

ヒューズを交換するときは
本機に電源が入らないときは、付属のシガーライ
ター電源ケーブルのヒューズが切れていないか確
認してください。

注意
・	ヒューズが切れているときは、新しいヒューズに交換

して、先端部をしっかりと締めます。必ず規定容量の
ヒューズ（2 A/250 V）と交換してください。

1	 シガーライター電源ケーブルの端子を押
さえながら、キャップを外す

	 マイナスドライバーなどを使用して、キャップ
を外してください。

端子

ヒューズ（2 A/250 V） キャップ
取り外すときになくなりやすいので
慎重に外してください

反時計まわりに
回して緩める

車のシガーライター
ソケットへ接続

⊖
⊕

ご注意
保証期間中および保証期間後を問わず何らか
の原因により本体が故障し修理をご依頼され
た場合、本体内部にメモリされた設定情報、
登録情報は消去されますので、予めご了承く
ださい。

 取扱上のお願い
・	長時間連続動作させた場合、本体の一部が温かくなり

ます。長時間皮膚に接触すると低温やけどの原因とな
る場合がありますのでご注意ください。

・	無理な力がかかると内部の基板などが破損し故障の原
因となりますので、持ち運びにはご注意ください。特
にカバンの中で重い物の下になったりしないよう、ご
注意ください。外部に損傷がなくても保証の対象外と
なります。

・	強く押す、たたくなど故意に強い衝撃を本体に与えな
いでください。傷の発生は破損の原因となります。

・	極端な高温・低温・多湿になるような環境に放置しな
いでください。特に車内でこのようなことが想定され
る場合は、製品を車内に放置しないでください。

・	テレビ・ラジオなどをお使いになっている近くで使用
すると影響を与える場合がありますので、なるべく離
れてご使用ください。

・	動作中やスマートフォン充電中など温かくなることが
ありますが異常ではありません。

・	寒い屋外から急に暖かい室内に移動した場合や、湿度
の高い場所、エアコンの吹き出し口の近くなど、温度
が急激に変化するような場所で使用された場合、本体
内部に水滴がつくことがあります（結露といいます）。
このような条件下でのご使用は故障の原因になります
ので、ご注意ください。

・	ご使用にならないときは、シガーライター電源ケーブ
ルをシガーライターソケットから外してください。

・	シガーライター電源ケーブルのコードをプラグなどに
巻きつけないでください。感電・発火・火災の原因と
なります。

・	本機は、ダッシュボードの上に放置しないでください。
故障の原因となります。

・	製品本体に、水やジュース・スポーツドリンクなどの
飲料水がかかると、故障の原因となります。また万一
発煙・発火・異臭・その他異常を感じた場合は、直ち
に使用を止め、お買い上げの販売店または修理受付窓
口にご相談ください。

・	スマートフォンを充電した状態で長時間連続使用され
る場合にはご注意ください。スマートフォンの温度が
高くなったり、電池パックの劣化を早めたりすること
があります。

安全走行のために
・	走行中に運転者がスマートフォンの操作をすると画面

に気を取られて、思わぬ重大な事故を招く恐れがあり
大変危険です。運転者がスマートフォンの操作をする
場合は、必ず車を安全な場所に停車してから行ってく
ださい。

・	運転中の本機の音声は、車外の音が聞こえる程度でご
使用ください。車外の音が聞こえない状態で運転する
と、事故の原因となることがあります。

・	耳を刺激するような大きな音量で長時間続けて聞くと、
聴力に悪い影響を与えることがありますので、ご注意
ください。

電源投入直後の測位について
・	本機では、現在位置を GPS 測位（→「ナビゲーション

のしくみ」）により表示します。電源投入直後は、正確
な現在位置を把握するまで（GPS 測位が完了するまで )
約５分程度時間がかかることがあります。

車のバッテリー上がりを防ぐために
・	本機を使用するときは、必ず車のエンジンをかけてく

ださい。本機をシガーライター電源ケーブルに接続し
た状態で、エンジンをかけないで使用すると、車のバッ
テリーが消耗します。

・	環境保護のため、必要以上の停車中のアイドリングは
避けましょう。

その他
・	製品本体にシールなどを貼らないでください。故障・

破損の原因となります。
・	弊社は、本機がお客様の特定目的へ合致することを保

証するものではありません。
・	本機の仕様および外観は、改善のため予告なく変更す

る場合があります。その場合における変更前の本製品
の改造、または . お取り換えのご要望には応じかねます。

ナビゲーションのしくみ
GPS による測位
・	GPS 衛星 ( 人工衛星 ) から位置測定用の電波を受信

して、現在地を測位するシステムが GPS（Global 
Positioning System：グローバルポジショニングシス
テム）です。

・	GPS 衛星は、地球の周り高度 21 000 km に打ち上げ
られています。3 つ以上の GPS 衛星の電波を受信する
と、測位が可能になります。GPS による測位には、3
次元測位と 2 次元測位の 2 種類があります。

種　類 内　容
3 次元測位 GPS 衛星の電波を良い状態で受信できたと

きは、緯度・経度・高度の 3 次元で測位で
きます。

2 次元測位 GPS 衛星の電波を受信できても、受信状態
があまり良くないときは、緯度・経度の 2
次元で測位します。高度は測位できないた
め、3 次元測位のときよりも測位の誤差がや
や大きくなります。

自立航法による測位
・	内蔵のハイブリッドセンサーは、走った距離を加速度

センサーから、曲がった方向をジャイロセンサーで、
それぞれ検出して、現在地を割り出しています。

GPS と自立航法を組み合わせた測位の
特長
・	GPS による現在地のデータと、自立航法による現在地

のデータを常に組み合わせているため、より精度の高
い測位を行うことができます。

・	GPS 衛星の電波が受信できなくなっても、自立航法に
より測位を続けることができます。

・	自立航法による測位だけでは、現在地の表示が徐々に
ずれてくることがあります。GPS と自立航法を組み合
わせると、GPS 測位により自立航法のずれを修正する
ことができるため、測位精度が高くなります。

内蔵センサーの学習について
・	本製品では測位の精度を高めるために、ジャイロセン

サーと加速度センサーを内蔵しております。この機能
を有効にするためには、これらのセンサーの学習が必要
です。学習は GPS を受信し、走行開始してから５分～
15 分程度かかります。（走行条件によって異なります。）

・	学習が完了していないとトンネルなどで GPS が受信で
きない場合に、地図画面上の自車位置マークが停止し
ます。（GPS が受信可能になると自車位置が更新され
ます。）

・	この機能は、取付角度が大きく変わった場合や学習ク
リアした場合は、再度学習が必要となります。

・	内蔵センサーは、学習が完了していても、自車位置情
報にずれが生じることがあります。

マップマッチング
・	マップマッチング機能を使用するためには対応のス

マートフォン用アプリケーションと合わせて使用する
必要があります。

・	GPS や自立航法による測位には誤差が生じることがあ
るため、現在地が道路以外になることがあります。こ
のようなとき、「車は道路上を走るもの」と考え、現在
地を近くの道路上に修正する機能がマップマッチング
です。

・	本機を用いる事により、GPS と自立航法で精度の高い
測位をした上でマップマッチングが働くため、さらに
正確な現在地表示が可能になります。

誤差について
次のような状況のときは、誤差が大きくなること
があります。

GPS 測位不可による誤差
・	次のような場所にいるときは、GPS 衛星の電波がさえ

ぎられて受信できないため、GPS による測位ができな
いことがあります。

　－トンネルの中やビルの駐車場
　－２層構造の高速道路の下
　－高層ビルの群集地帯
　－密集した樹木の間
・	長い時間 GPS による測位ができない場合、自車位置が

ずれたり止まったりする場合があります。このような
場合でも、GPS の電波を受信してしばらく走行すると
正しい位置に修正されます。

・	本機にペンキや車のワックスを塗らないでください。
感度が低下したり、電波を受信できなくなることがあ
ります。

GPS 衛星自体による誤差
・	GPS 衛星は米国国防総省によって管理されており、衛

星自体が意図的にずれた位置データを送信することが
あります。このようなときは測位の誤差が大きくなり
ます。

・	捕捉（受信）できている衛星の数が少ないときは、2
次元測位となり誤差が大きくなります。

その他の誤差について
・	角度の小さな Y 字路を走った場合。
・	直線や緩やかなカーブを、長距離走ったすぐあと。
・	砂利道や雪道などで、タイヤがスリップした場合。
・	蛇行運転をした場合。
・	駐車場などで、ターンテーブルでの旋回を行った場合。
・	ヘアピンカーブが続いた場合。
・	道路が近接している場合 ( 有料道路と側道など )。
・	立体駐車場などで旋回や切り返しを繰り返した場合。
・	GPS による測位ができない状態が長く続いた場合。
・	ループ橋などを通った場合。
・	地図情報にはない新設道路を走った場合。
・	フェリーや車両運搬車などで移動した場合。
・	渋滞などで、低速で発進や停止を繰り返した場合。
・	碁盤の目状の道路を走った場合。
・	工場などの施設内の道路を走行中、施設に隣接する道

路に近づいた場合。
・	エンジンをかけてすぐに走行し始めた場合。
・	誤った取付や振動の影響によって本機の性能が発揮さ

れない場合。
・	走行中に本機にスマートフォンを取り付けた場合。
・	本機の取り付け位置を変更した場合。

スマートループ渋滞情報を利用する
本機に対応したスマートフォン用アプリケーションをあ
わせて使うことにより、スマートループ渋滞情報を取得
し、スマートフォン用アプリケーション上で渋滞情報な
どを確認することができます。
・	スマートループ渋滞情報の設定はスマートフォン用ア

プリケーションのヘルプを参照ください。

スマートループとは
スマートループとは、お客様から提供される情報（走行
履歴）を、リアルタイムプローブサーバーで蓄積管理し、
走行履歴データを考慮して作成された最新のプローブ渋
滞情報を、VICS 情報とあわせてお客様にご提供するシス
テムです。
・	渋滞情報は、インクリメント P 株式会社が運営する	

『インクリメント P 交通情報サービス』からの提供です。
・	本サービスで使用する VICS 交通情報は財団法人日本

道路交通情報センターから提供されるデータを利用し
て作成しています。また、道路交通情報データの作成
には財団法人道路交通情報通信システムセンターの技
術が用いられています。

故障かな？と思ったら
修理を依頼する前に、以下の内容をチェックして
ください。チェックしても直らないときは、販売
店にご相談ください。

【症状】電源が入らない。
原　因 処　置
本機が高温な場所に放置さ
れている。

温度が下がるまでしばらく
お待ちください。

付属のシガーライター電源
ケーブルの接触が悪い。

シガーライター電源ケーブ
ルを差し直してください。

付属のシガーライター電源
ケーブルのヒューズが切れ
ている。

ヒューズ切れを確認し、切
れていた場合は新品に交換
してください。

（→「ヒューズを交換するとき
は」）

【症状】音が出ない。音が小さい。

原　因 処　置
音量が 0 もしくは非常に小
さく設定されている。

音量を上げてください。
（→「その他の機能」-「音
量調節」）

スマートフォンの音量が 0
もしくは非常に小さく設定
されている。

スマートフォンの音量を上
げてください。

【症状】吸盤がうまく取り付かない。本機が落下する。

原　因 処　置
吸盤・吸盤取り付け板が汚
れている。

取り付け上のご注意、取付
方法を確認して取り付けて
ください。

（→「取り付けのしかた」-
「使用上のご注意（取り付け
るにあたって）/「取り付け
方法」）

電波に関するご注意
●本機は電波法に基づく小電力データ通信システム無線

局設備として、技術基準適合証明を受けています。し
たがって本機を使用するときに無線局の免許は必要あ
りません。また本機は日本国内のみで使用できます。

●下記の事項を行うと法律で罰せられることがあります。
＊	分解 / 改造すること。
＊	本機に貼ってある証明ラベルをはがすこと。
●本機の無線機能は、2.4 GHz の周波数帯の電波を利

用しています。この周波数帯の電波はいろいろな機
器（電子レンジ、無線 LAN 機器など）が使用して
いますので、電波の干渉により、本機の無線機能 
の音声がとぎれたり聞きとりにくくなることがあり
ます。また、他の機器の動作や性能に影響を及ぼ 
すことがあります。本機は電波干渉の影響を受けにく
い方式ですが、下記の内容に注意してください。

＊	無線 LAN を利用した AV 機器・防犯機器などを使用し
ている環境で、本機の無線機能を使うと、音声がとぎ
れたり、無線 LAN 機器の動作に大きな影響を与えるこ
とがあります。

●その他、下記の機器でも、2.4 GHz の周波数帯の電波を
使用しているものがあります。これらの機器の周辺では、
音声がとぎれたり、使えなくなることがあります。また、
相手の機器の動作に影響を与えることがあります。

＊	火災報知器・ワイヤレス AV 機器（テレビ、ビデオ、
パソコンなど）

＊	工場や倉庫などの物流管理システム・鉄道車両や緊急
車両の識別システム

＊	マイクロ波治療器・ゲーム機のワイヤレスコントロー
ラー

＊	自動ドア・万引き防止システム（書店や CD ショップ
など）

＊	自動制御機器・その他、Bluetooth® 対応機器や VICS
＊	アマチュア無線局（道路交通網システム）など

	

① ② ③

①「2.4」GHz 帯を使用する無線設備を表します。
②「FH」変調方式を表します。
③「1」想定される与干渉距離（約 10 m）を表します。

本機から移動体識別用の特定小電力無線局に対して有害
な電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと
が起きたときは、「スマートフォンリンクナビクレイドル
サポートセンター」へお問い合わせください。

商標・著作権など
●	Bluetooth® ワードマークおよびロゴは、Bluetooth 

SIG, Inc. が所有する登録商標であり、パイオニア株式
会社は、これら商標を使用する許可を受けています。
他のトレードマークおよび商号は、各所有権者が所有
する財産です。

●	 は、財団法人道路交通情報通信シ
ステムセンターの商標です。　

本機が対応するスマートフォン
・	最新の情報についてはカロッツェリアホームページ

（http://carrozzeria.jp）をご覧ください。
・	操作方法は、スマートフォンの世代やソフトウェアの

バージョンによって異なることがあります。

注意
・	スマートフォンは、著作権のないマテリアル、または

法的に複製・再生を許諾されたマテリアルを個人が私
的に複製・再生するために使用許諾されるものです。
著作権の侵害は法律上禁止されています。

・	スマートフォンは、直射日光の当たる場所や、炎天下
の車内などの高温の場所で使用、保管、放置しないで
ください。スマートフォンのケースの一部が熱くなり、
やけどの原因となることがあります。

・	スマートフォンを充電した状態で長時間連続使用され
る場合にはご注意ください。スマートフォンの電池パッ
クの温度が高くなり充電されないことがあります。こ
のような場合には本機からスマートフォンを取り外し、
温度が十分下がったことを確認して再度充電を行って
ください。また、温度の高い部分に触れるとやけどの
原因となる恐れがあります。

・	スマートフォンの取り扱いについて詳しくは、スマー
トフォンの説明書をお読みください。

・	スマートフォンの機種によっては、正しく充電が行わ
れない場合があります。

おもな仕様
外形寸法
本体…86 mm(W) × 125 mm(H) × 61 mm(D)

質量
本体…約 170 g

使用温度範囲
0 ℃～ 45 ℃

電源電圧・最大消費電流
本体
電源電圧…DC 5 V（付属のシガーライター電源

ケーブル接続時）
最大消費電流…2 A

GPS 部
50 チャンネルマルチチャンネル受信方式
アンテナ…本体内蔵

音声出力端子
AUX 出力端子 (3.5 mm φステレオミニジャック )

シガーライター電源ケーブル
入力電圧…DC 12 V
出力電圧…DC 5 V
最大消費電流…2 A
ケーブル長…1.5 m

Bluetooth
バージョン…Bluetooth 標準規格 Ver.2.0 準拠
出力…最大 +4 dBm （Power class2）

お読みください

保証書とアフターサービス
保証書

保証書は、ご購入年月日、販売店名などが記入
されていることをお確かめのうえ、ご購入の際
に販売店より受け取ってください。
保証書に記入もれがあったり、保証書を紛失
したりすると、保証期間中でも保証が無効と
なります。記載内容をよくお読みのうえ、大
切に保管してください。

保証期間
この製品の保証期間は、お買い上げの日より
1 年間です。

保証期間中の修理について
万一、故障が生じたときは、保証書に記載さ
れている当社保証規定に基づき修理いたしま
す。お買い上げの販売店または修理受付窓口

（沖縄県のみ沖縄サービス認定店）にご連絡く
ださい。所在地、電話番号は本機に付属の「ご
相談窓口・修理窓口のご案内」をご覧ください。

保証期間経過後の修理について
お買い上げの販売店または修理受付窓口（沖
縄県のみ沖縄サービス認定店）にご相談くだ
さい。修理すれば使用できる製品については、
ご希望により有料で修理いたします。

補修用性能部品の最低保有期間
当社は、本機の補修用性能部品を、製造打ち
切り後最低 6 年間保有しています。（性能部
品とは、その製品の機能を維持するために必
要な部品です。）

ご質問、ご相談は
本機に関するご質問、ご相談はスマートフォ
ンリンクナビクレイドルサポートセンターま
たはお買い上げの販売店にお問い合わせくだ
さい。

修理を依頼されるとき
修理を依頼される前に「故障かな？と思ったら」
の項目をご確認ください。それでも正常に動作
しないときは、ご使用を中止し、修理受付窓口
またはお買い求めの販売店へご依頼ください。
本品は持ち込み修理対応製品です。故障して修
理をお受けになる場合は、パイオニアサービス
窓口またはお買い求めの販売店様に製品と保証
書を持参してお申し付けください。なお、保証
期間の有無に関わらず、宅配便による引き取り
回収修理の送料は、有料とさせていただきます。


